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第二回「利根運河－その計画から着工」（明治初期～明治２０年）

明治14年、当時の茨城県会議員（後に北相馬郡長）広瀬誠一郎が茨城県令
（現在知事）人見寧に利根川と江戸川を結ぶ運河の必要性を訴え、人見は内
務省（現、国土交通省）に開削の建議を行った。

これを受けた内務省は、明治15年に政府のお雇い外国人技師でオランダ人の
Ｊ．デ・レーケ、明治18年には後に自ら開削事業の監督を行うこととなるＡ．
Ｔ．Ｌ．ムルデルに調査を行わせるも、莫大な費用発生が予見される等の財
政上の問題や地元意見の相違等もあり、運河開削は国の事業としては採択さ
れることはなかった。

このため利根運河開削に情熱を燃やす広瀬は北相馬郡長を辞し、既に茨城
県令を辞職していた人見らと共に明治20年、利根運河株式会社を設立、千葉
県庁に開削願い（許可申請）を提出するに至った。

そして翌21年5月、ついに運河の開削に着手することとなる。
（敬称略・・・・次号に続く）

利根運河の歴史

利根運河付近の地形

２回目の除草を行います。～ご協力をお願いします～
今年度、台風期前の2回目の堤防除草が始まりました。
近隣にお住まいの皆様や通行される方々にはご迷惑をお掛け致しますが、ご協力の程よろしくお願いします。

堤防除草の範囲について

堤防は沿川住民のくらしを洪水から守る大切な施設ですが、同

時に、道路やサイクリングロード等の目的で広く一般利用されてい

ます。これは、地元自治体が国の許可を受けて道路を整備して

いるもので、道路の維持管理も地元自治体が実施しています（こ

れを「占用」と呼び、河川敷の公園や運動場等も同様です）。

国が占用許可を出す際は、道路やサイクリングロード等の管理

者に対して、舗装脇の幅１ｍまで除草を含む維持管理をお願い

しています。除草の時期についても、堤防除草と同時期に合わせ

るよう調整を図っていますが、どうしても調整がつかない場合があ

ります。堤防除草の際に、「堤防の脇を何故刈らないの？」といっ

た問い合わせを受けますが、このような理由があるのです。

自治体除草範囲
（道路幅+両脇1m）

自治体除草範囲
（道路幅+1m）

国交省除草範囲
（1mを除く範囲）

国交省除草範囲
（1mを除く範囲）
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除草作業の様子



♪ あ と が き ♪

９月から２回目の堤防除草を行っています。住民の皆
様のご理解、ご協力をお願いします。
利根運河では、「アレリウリの除去」、「貴重植物の
保全」等、自然環境への取組みを進めています。
ゴミのポイ捨てなど行わないようお願いいたします。

江戸川河川情報（ＱＲコード）を
利用して降雨状況や水位情報に注意
して、早めの判断をお願いします。

①柏市役所下水道整備課 (分庁舎１)
②流山市役所河川課カウンター (第三庁舎)
③野田市役所管理課カウンター
④吉川市役所河川下水道課カウンター (第二庁舎)
⑤東武野田線運河駅、梅郷駅、野田市駅
⑥江戸川河川事務所１Ｆ入口
⑦運河出張所１Ｆ入口 (利根運河交流館)

◆「運河だより」はインターネットでもダウンロードできます！
＜ＵＲＬ→＞ http://www.ktr.mlit.go.jp/edogawa/edogawa00002.html

江戸川河川事務所のホームページ から河川法第２４条、２６条、５５条などの申請様式がダウンロード ( ワード、一太郎、PDF ) 出来ます。

＜ＵＲＬ→＞ http://www.ktr.mlit.go.jp/edogwa (江戸川河川事務所 HP)
http://www.ktr.mlit.go.jp/edogawa/edogawa00112.html （許認可 URL)

運河だより
は

ココで入手！

ＱＲで江戸川の情報をGet！

アレチウリ除去会（イベント）
利根運河協議会開催の「外来植物アレチウリ除去活動」が７月１９日に行われました。
自然豊かな利根運河においても、最近、アレチウリなどの外来植物が増えています。 外来生物に追いやられてし
まう、利根運河の貴重な生きものたちを守るため、毎年この時期にアレチウリの除去活動を行っています。

江戸川河川 許認可 検索

運河だより 検索

知ってほしい！ 利根運河にもアレチウリを含め多くの外来植物が侵入しています。

利根運河では500種以上の植物が確認されており、うち約30種が環境省や千葉県のレッドリストに掲載される貴重な植物※です。
その他にも、スミレやリンドウ類など、さまざまな草花がみられ、訪れる人びとの目を楽しませてくれます。その一方、貴重な在来植

物の生育を妨げる外来植物も多数確認されています。以下は、利根運河でよくみられる外来植物の一例です。
※利根運河の生態系を守る会(2006)利根運河の花ごよみより

アレチウリ（ウリ科・一年草）
10m以上にもなる茎はつる状に長く伸び、
蔓延すると、ほかの植物の生育を妨げます。

オオブタクサ（キク科・一年草）
大きいものでは草丈4mを超えるほどにな
ります。花粉症の原因植物です。

ナガミヒナゲシ（ケシ科・一年草）

ポピーのなかまで、春ごろに開花し、果実
は長さ2cm程度になります。

ワルナスビ（ナス科・多年草）

春～夏に星形の花を咲かせます。茎や葉
には鋭いトゲがあります。

今年も、利根運河周辺で活動されている市民団体や行政関係者のほか、市立柏高校、東京理科大学の生徒・学生、近隣企業（野田芽吹学園、

株式会社アマダミヤチ）の皆さんなど、利根運河が流れる野田市・柏市・流山市の３市を中心として、千葉県内の各所から多くの方々に集まって

いただき、たくさんのアレチウリを除去することができました。（参加 120名）
※特定外来生物とは、生態系等に悪影響があるとして、法律（外来生物法）で飼育や栽培、運搬などが禁止されている外来種です。

アレチウリ除去前除去活動の様子

アレチウリ除去後

▲オオブタクサも除去しました


